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弱点をチェックし
自分の力を知る、
それが実力アップに

直結する。

模
試
を
超
え
て

合
格
ま
で

　
本
学
院
で
は
、「
学
力
診
断
テ
ス
ト
」
の
ほ
か

全
国
最
大
級
の
規
模
を
誇
る
「
進
研
模
試
」
を

必
修
模
試
と
し
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
デ
ー
タ

を
生
か
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
、「
進
研
小

論
文
模
試
」
等
を
行
い
、
諸
君
の
志
望
校
合
格

に
つ
な
が
る
よ
う
に
模
試
体
勢
を
組
織
し
て
い

ま
す
。

　全国レベルにおける学力位置を把握するため、「進研
模試」を年間5回（記述式2回、マーク式3回）の必修模
試として実施し、万全を期しています。諸君の学力伸長
を確認しながら、「FINE SYSTEM」「COMPASS」な
どから全国の受験生の動向や志望大学について最新の
情報を得ることが可能です。

充実した参加母体に支えられた進研模試

　進
研
模
試
で
は
、受
験
生
の
実
力
を
正
確
に
判
定
す
る
た

め
に
、良
問
作
成
に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。全
国
の
優
秀
な

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
作
問
、厳
正
で
レ
ベ
ル
の
高
い
審
査
機
構
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
出
題
。そ
し
て
安
定
し
た
参
加
者
数

に
よ
っ
て
精
度
の
高
い
合
格
可
能
性
の
判
定
基
準
を
保
持
し

て
い
ま
す
。

特
色
❷

　進
研
模
試
の
参
加
校
は
全
国
で
二
、〇
〇
〇
校
あ
ま
り
、

年
間
の
受
験
者
が
四
〇
〇
万
人
を
越
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

全
国
の
進
学
校・予
備
校
が
、毎
年
継
続
的
に
参
加
し
て
い
る

の
も
大
き
な
特
徴
で
す
。判
定
精
度
を
保
つ
た
め
の
合
否

追
跡
に
関
し
て
も
、次
ペ
ー
ジ
の
表
に
あ
る
よ
う
に
、十
分
な

追
跡
デ
ー
タ
が
集
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
色
❶

FINE SYSTEMとCOMPASS
　進研模試の結果を個人・クラス・志望大学と
いったあらゆる面から集約し、多角的な検討がス
ムーズに実行できるFINE SYSTEMを学院で
はフル活用しています。諸君は模試受験後に情
報に関してのアフターケアを万全に近い形で受
けることができます。
　単なるシミュレーション機能にとどまらず、
COMPASSとの連動によって弱点補強方法、入
試カレンダーの打ち出しなどが可能となるなど
前向きなサポートが受けられます。

そ
の
他
の
オ
ー
プ
ン
模
試

・
進
研
小
論
文
模
試
（
第
一
回
・
第
二
回
）

・
進
研
全
科
目
パ
ッ
ク

・
岡
山
大
入
試
オ
ー
プ
ン

・
香
川
大
入
試
オ
ー
プ
ン

■2009年度
　進研模試合否追跡者数

■中核となる
　必修模試スケジュール

■模試活用のサイクル

＜国立大学＞

（センター得点による追跡者数による）

大 学 名
北 海 道 大 学
東 北 大 学
筑 波 大 学
東 京 大 学
横 浜 国 立 大 学
名 古 屋 大 学
京 都 大 学
大 阪 大 学
神 戸 大 学
岡 山 大 学
広 島 大 学
九 州 大 学

合格者数
1,995
1,712
1,144
2,298
1,014
1,321
2,262
2,653
1,952
1,694
1,878
1,994

合 計
5,581
4,057
3,314
6,291
2,615
3,254
5,350
6,968
5,724
3,522
3,668
4,800

＜私立大学＞

（7月・10月記述進研模試統合集計による）

大 学 名
青 山 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学
中 央 大 学
法 政 大 学
明 治 大 学
立 教 大 学
早 稲 田 大 学
同 志 社 大 学
立 命 館 大 学
関 西 大 学
関 西 学 院 大 学

合格者数
5,168
4,782
8,016
9,084
11,651
6,493
10,137
11,925
16,798
11,333
15,059

合 計
23,905
17,417
31,045
41,017
44,975
28,466
47,415
31,122
51,621
48,033
53,240

5月

6月

7月

9月

10月

11月

学力診断テスト

進研模試（マーク）

進研模試（記述）

進研模試（マーク）

進研模試（記述）

進研直前マーク模試

授
　
　
業

各
種
模
試

解
答
・
解
説

弱
点
発
見
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「
公
開
講
座
」の

　
　
　
　ご
案
内

「
公
開
講
座
」の

　
　
　
　ご
案
内

満足度
いっぱいの
スペシャル
講義

「
公
開
講
座
」は
、基
礎
力
強
化
か

ら
実
戦
力
養
成
お
よ
び
ハ
イ
レ
ベ
ル

到
達
ま
で
幅
広
い
内
容
を
そ
ろ
え

た
単
科
ゼ
ミ
。各
自
の
レ
ベ
ル
や
目

的
に
合
わ
せ
て
選
べ
る
の
で
、学
院

の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
授
業
に
プ
ラ
ス
し
て

受
講
す
れ
ば
学
力
ア
ッ
プ
ま
ち
が

い
な
し
！
実
力
の
講
師
陣
が
万
全

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
期
し
て
展
開
、

そ
の
満
足
度
は
昨
年
度
ア
ン
ケ
ー

ト
で
98
・
0
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

  

岡
大
・
ハ
イ
レ
ベ
ル
英
語

英 

語
　
岡
大
の
2
次
英
語
は
、
英
語
・
日
本
語
と
も
に
、
表

現
力
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
下
線
部
和
訳
・
全
文

要
約
（
英
語
or
日
本
語
）
の
攻
略
は
も
ち
ろ
ん
、
自
由

英
作
文
を
始
め
、
新
傾
向
問
題
を
も
網
羅
的
に
検
討
し

て
真
の
英
語
力
を
身
に
つ
け
、
目
標
大
学
合
格
を
確
実

に
し
ま
す
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
授
業
で
実
力
ア
ッ
プ
↑

間
違
い
な
し
！

　
岡
大
以
上
の
難
易
度
の
大
学
に
も
極
め
て
有
益
な
講

座
で
す
。 セ

ン
タ
ー
試
験
英
語

英 

語
▼
▼
セ
ン
タ
ー
英
語
徹
底
粉
砕
作
戦
▲
▲

【
目
標
】
得
点
率
9
割
＋
2
次
へ
の
礎
石
作
り

【
内
容
】
①
読
解
②
語
彙
③
文
法
・
語
法
④
整
序
作
文

　
　
　
　
⑤
発
音
・
ア
ク
セ
ン
ト
⑥
リ
ス
ニ
ン
グ

▼
セ
ン
タ
ー
試
験
過
去
問
題
の
詳
細
な
研
究
を
も
と
に
、

セ
ン
タ
ー
英
語
攻
略
方
法
論
を
体
系
的
に
講
義
。
他
の

追
随
を
許
さ
な
い
究
極
の
セ
ン
タ
ー
英
語
対
策
ハ
イ
パ
ー

ゼ
ミ
！

私
大
客
観
問
題
対
策
に
も
ユ
ー
ス
フ
ル
。

セ
ン
タ
ー
試
験
数
学

数 

学
　
数
学
の
入
試
の
基
本
は
数
Ⅰ
・
数
A
の
内
容
で
す
。

こ
の
講
座
で
は
セ
ン
タ
ー
試
験
に
照
準
を
合
わ
せ
、
基

本
事
項
の
定
着
を
図
る
と
と
も
に
入
試
傾
向
を
分
析
し

て
予
想
問
題
を
中
心
に
納
得
の
い
く
演
習
と
解
説
を
す

す
め
ま
す
。
学
力
差
の
大
き
い
数
Ⅱ
・
数
B
に
つ
い
て

も
必
出
ポ
イ
ン
ト
を
確
実
に
お
さ
え
て
、
取
り
こ
ぼ
し

の
な
い
高
得
点
に
つ
な
が
る
レ
ッ
ス
ン
を
提
供
し
て
ま

い
り
ま
す
。
受
講
者
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
講
義
に
期
待

し
て
く
だ
さ
い
。

岡
大
・
ハ
イ
レ
ベ
ル
理
系
数
学

数 

学
　
過
去
の
入
試
問
題
や
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
問
題
を
中
心
に
、

岡
大
を
ふ
く
む
難
関
大
入
試
に
照
準
を
合
わ
せ
た
講
義

を
行
い
ま
す
。
論
理
的
な
思
考
力
、
適
切
な
表
現
力
を

養
う
こ
と
を
目
標
と
し
、
効
率
の
よ
い
学
習
法
を
身
に

つ
け
ま
す
。
数
Ⅱ
、
数
A
（
数
列
）、
数
B
（
ベ
ク
ト
ル
、

複
素
数
平
面
）、
数
Ⅲ
、
数
C
（
行
列
、
二
次
曲
線
）

な
ど
の
基
本
事
項
を
お
さ
え
、
重
要
問
題
の
演
習
を

頻
繁
に
と
り
入
れ
て
い
ま
す
。

受
か
る
古
文
文
法

国 

語
　
古
文
が
苦
手
な
人
は
、
文
法
を
理
解
す
る
こ
と
で
必

ず
克
服
で
き
ま
す
。
前
期
で
は
、
動
詞
の
活
用
か
ら
入

り
、
助
動
詞
、
助
詞
、
敬
語
、
識
別
な
ど
を
体
系
的
に

マ
ス
タ
ー
し
、
正
確
に
読
解
す
る
力
を
つ
け
て
い
き
ま

す
。
後
期
で
は
、セ
ン
タ
ー
レ
ベ
ル
の
問
題
を
用
い
て
、

文
法
を
使
っ
た
読
解
を
し
て
い
き
ま
す
。
問
題
文
中
の

単
語
も
す
べ
て
チ
ェ
ッ
ク
し
、
深
く
読
解
す
る
力
を
身

に
つ
け
ま
す
。

　
本
物
の
実
力
を
つ
け
、古
文
を
得
点
源
に
し
ま
し
ょ
う
。

岡
大
・
ハ
イ
レ
ベ
ル
国
語

国 

語
　
岡
大
レ
ベ
ル
の
過
去
問
を
用
い
て
、
二
次
試
験
で
高

得
点
を
取
る
た
め
の
方
法
を
伝
授
し
ま
す
。
セ
ン
タ
ー

試
験
が
終
わ
っ
て
か
ら
で
は
記
述
対
策
は
間
に
合
い
ま

せ
ん
。
春
か
ら
じ
っ
く
り
と
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
授

業
を
受
け
る
た
び
に
力
が
つ
い
て
い
く
の
が
実
感
で
き

ま
す
。

必
勝
化
学

理 

科
　
入
試
問
題
の
標
準
か
ら
難
問
ま
で
を
照
準
に
し
た
講

義
が
、
こ
の
「
パ
ワ
フ
ル
化
学
」
で
す
。
化
学
の
本
質

を
理
解
さ
せ
な
が
ら
、
全
20
回
を
必
要
不
可
欠
な
要
点

に
し
ぼ
り
、
説
明
と
演
習
を
行
い
ま
す
。
過
去
の
入
試

問
題
の
中
か
ら
良
問
を
選
び
出
し
、
そ
れ
ら
を
教
材
の

中
核
と
し
な
が
ら
指
導
を
行
い
ま
す
。
ま
た
最
新
の
入

試
問
題
に
も
数
多
く
あ
た
り
、
疑
問
を
無
く
し
、
理
解

を
深
め
る
講
義
を
展
開
し
ま
す
。

リ
レ
ー
小
論
文

小
論
文

　
入
試
科
目
に
「
小
論
文
」
を
課
す
大
学
・
学
部
が
定

着
し
、
し
か
も
多
様
で
高
度
な
内
容
が
要
求
さ
れ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
直
前
の
泥
縄
式
対
策
で
は
決
定
的
に

不
十
分
な
の
で
す
。

　
必
出
の
重
要
な
テ
ー
マ
を
解
読
す
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
正
確
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
把
握
し
な
が
ら
、
リ
レ
ー

方
式
で
講
義
・
演
習
・
添
削
を
行
い
、
さ
ら
に
年
2
回

の
「
進
研
小
論
文
テ
ス
ト
」
に
よ
り
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
重
ね
、
本
番
入
試
に
万
全
を
期
し
て
い
き
ま
す
。

必
勝
物
理

理 

科
　
入
試
で
合
否
を
決
す
る
の
が
、
中
程
度
か
ら
や
や
難

程
度
の
問
題
で
す
。
各
分
野
か
ら
、
最
新
か
つ
代
表
的

な
入
試
問
題
を
選
び
、
わ
か
り
や
す
く
解
法
へ
と
導
き

ま
す
。
国
公
立
大
2
次
、
私
大
入
試
に
十
分
対
応
で
き

る
理
解
力
、
解
答
力
の
増
強
が
目
標
で
す
。
演
習
形
式

も
適
宜
と
り
入
れ
、
実
戦
的
な
問
題
を
あ
つ
か
い
な
が

ら
効
果
的
な
学
力
向
上
を
は
か
り
ま
す
。

合
格
体
験
記

合
格
体
験
記
〜
先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

串
田
　
裕
梨 

さ
ん（
岡
山
学
芸
館
高
等
学
校
卒
）

東
京
外
国
語
大
学〈
外
国
語
学
部
ロ
シ
ア
語
〉進
学

　
私
の
高
校
時
代
は
音
楽
ば
か
り
で
志
望
大
学
の
二
次

試
験
も
実
技
だ
け
の
と
こ
ろ
で
し
た
。そ
こ
か
ら
一
転
し
て

東
京
外
大
受
験
を
決
め
た
の
で
す
が
、現
役
時
は
英
語
も

他
の
教
科
も
セ
ン
タ
ー
得
点
率
か
ら
低
く
、ほ
ぼ
ゼ
ロ
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。私
は
ハ
イ
レ
ベ
ル
英
語
、セ
ン
タ
ー

数
学
、小
論
文
の
公
開
講
座
を
受
講
し
ま
し
た
が
、ど
の

講
座
で
も
初
歩
の
初
歩
か
ら
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
け
ま

し
た
。特
に
英
語
力
の
い
る
東
京
外
大
合
格
ま
で
の
力
は

ハ
イ
レ
ベ
ル
英
語
の
講
座
を
受
け
た
お
か
げ
だ
と
思
い

ま
す
。毎
回
と
て
も
濃
い
授
業
内
容
で
、実
際
の
二
次
過
去

問
の
演
習
・
実
践
を
通
し
て
本
番
で
も
怖
く
な
い
方
法
論

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
配
布
プ
リ

ン
ト
や
授
業
ポ
イ
ン
ト
を
徹
底
的
に
復
習
し
て
毎
回
の

授
業
を
自
分
の
も
の
に
す
る
こ
と
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、

そ
う
や
っ
て
先
生
に
つ
い
て
い
け
ば
、公
開
講
座
が
終
わ
る

こ
ろ
に
は
本
当
に
驚
く
ほ
ど
力
が
つ
い
て
い
る
は
ず
で
す
。

公
開
講
座
で
は
授
業
だ
け
で
は
触
れ
な
い
問
題
や
解
法
に

も
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、ぜ
ひ
こ
の
プ
ラ
ス
α
を

有
効
活
用
す
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。
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●
決
戦
の
準
備
を
万
全
に
フ
ォ
ロ
ー
●

タ
イ
ム
リ
ー
な
各
期
セ
ミ
ナ
ー

201020102011
夏
の
”学
び
た
い
“が
こ
こ
に
集
結
!!

夏
期
セ
ミ
ナ
ー

セ
ン
タ
ー
試
験
の
総
仕
上
げ
!!

冬
期
セ
ミ
ナ
ー

最
終
志
望
校
合
格
に
万
全
を
期
す
!!

入
試
直
前
講
座

7月中旬 

〜 

8月中旬

12月中旬 

〜 

1月中旬
2月中旬

岡
大
・
国
公
立
大
入
試
直
前
公
開
講
座

　
地
元
岡
山
大
学
を
中
心
に
、
国
公
立
大
受
験
生
諸
君
の
た
め
に
、
2
月
中
旬

に
行
わ
れ
る
本
格
的
な
最
終
直
前
講
座
で
す
。

　
岡
大
レ
ベ
ル
を
中
心
に
セ
レ
ク
ト
さ
れ
た
教
材
と
本
学
院
精
鋭
の
講
師
陣
に

よ
る
講
義
で
前
期
・
後
期
両
方
を
に
ら
ん
だ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
な
短
期
集
中
型

2
次
対
策
を
行
い
ま
す
。

　
入
試
を
間
近
に
控
え
た
最
も
大
切
な
時
期
に
実
施
さ
れ
る
の
が
「
冬
期
セ
ミ

ナ
ー
」
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
志
望
や
学
習
目
的
に
合
わ
せ
た
講
座
を
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
し
て
お
り
、
合
格
へ
の
実
力
を
強
力
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
試
験
を
対
象
に
し
た
集
中
講
義
の
ほ
か
、
志
望
校
の
出
題
傾
向
や

過
去
の
頻
出
分
野
を
分
析
し
た
テ
キ
ス
ト
、
ポ
イ
ン
ト
を
と
ら
え
た
講
義
で
総

整
理
と
最
終
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。
残
さ
れ
た
時
間
を
有
効
に
生
か
せ
る
よ

う
、
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
を
か
け
、
本
番
入
試
に
お
い
て
最
大
限
の
実
力
を
発
揮

し
ま
し
ょ
う
。

　「
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、Ⅰ
期
か
ら
Ⅵ
期
の
タ
ー
ム
（
1
タ
ー
ム
は
6
日
間
も
し
く
は
3
日
間

集
中
）
を
組
み
、
セ
ン
タ
ー
レ
ベ
ル
に
狙
い
を
定
め
た
総
合
コ
ー
ス
や
グ
レ
ー
ド
別
・
志
望
校

別
の
多
彩
な
単
科
メ
ニ
ュ
ー
を
と
り
そ
ろ
え
、
短
期
間
に
集
中
し
て
実
力
を
養
成
し
ま
す
。

●夏期セミナー　単科ゼミ講座（前年度）
基礎力完成　英　語

センター完成　英文法

必出英構文

センター・中堅私大　英長文①

センター・中堅私大　英長文②

上級英語①

上級英語②

関関同立英語

国公立・私大　英語

基礎力完成　数Ⅱ・B

基礎力完成　数Ⅲ・C

岡大・国公立大　数学①

岡大・国公立大　数学②

基礎力強化　数Ⅱ・B

基礎力強化　数Ⅰ・A

上級数Ⅲ・C

センター完成　数Ⅱ・B

基礎力強化　古文読解

基礎力完成　古　文

センター完成　現代文

国公立・私大　現代文

センター完成　物　理

国公立・私大　物　理

上級物理

センター完成　化　学①

センター完成　化　学②

国公立・私大　化　学②

センター完成　生　物

国公立・私大　生　物

国公立・私大　文系小論文

国公立・私大　理系小論文

センター完成　現代社会 集中

センター完成　地　理 集中

センター完成　日本史 集中

センター完成　世界史 集中

センター完成　生物② 集中

国公立・私大　化学① 集中

センター・中堅私大　英文法 集中

夏・冬のセミナーに参加しました。
セミナー担当の先生、お元気ですか？

和田　梢さん（串本高校卒　山口大学合格）

　受験生にとって追い込みの時期がまたやって参りましたが、先生方お元気ですか？私は
去年の「夏期セミナー」と「入試直前講座」のみでしかお世話にならなかったので、もう
覚えておられないでしょうが、通っていた時、「和歌山の串本高校、遠いところからよく来
たね」といってもらったことや講義中のおもしろい話を今でも覚えています。
　おかげで無事に志望大学の農学部に行くことができました。ほんとうはもっと早くお礼
が言いたかったのですが、初めての一人暮らしと課題等で忙しくのびのびになってしまい
ました。
　わからないところを詳しく教えてくださった数学の小山先生、化学の辻先生、生物の大
原先生、三宅先生。これらの先生に特にお礼が言いたくてこの手紙を書かせていただきま
した。ほんとうにありがとうございました。通っていた期間は全部で一ヶ月ほどでしたが
楽しかったです。

予復習に時間をとられた

ペースメーカーになった

教材がよかった

期待はずれ

まずまずだった

受講して有意義

0 10 20 30 40 6050

12.4%

16.2%

13.3%

2.9%

41.0%

48.6%

「夏期セミナー」受講後の評価 （昨年度のアンケートより  複数回答可）

REVANCHA 56REVANCHA57



3
本
学
院
は
「
旧
岡
山
学
院
」
と
「
旧

進
研
予
備
校
」
が
合
併
し
て
で
き
た

予
備
校
で
す
。
よ
っ
て
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン（
進
研
模
試
・
進
研
ゼ
ミ
）か
ら
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
は
も
ち
ろ
ん
、
入
試
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
資
料
・
情
報
や
教
材
等
の
ア
ド
バ
イ
ス

も
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
を
も
っ
て
い
ま
す
。

学
院
と「
進
研
模
試
」

「
進
研
ゼ
ミ
」と
の

つ
な
が
り
は
？

6
い
わ
ゆ
る
不
本
意
入
学
は
よ
く
な

い
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
何
が
な
ん
で
も
浪
人
す
る
と
い

う
の
も
考
え
も
の
。
あ
な
た
の
適
性
・
興

味
・
関
心
を
再
確
認
し
た
上
で
、
周
囲
の

人
た
ち
と
も
よ
く
話
し
合
い
、
今
後
の
進

路
を
決
定
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
ベ
リ
止
め
に
は

合
格
し
ま
し
た
が
、そ
こ
に

入
学
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

2
1
時
間
目
は
9
時
30
分
か
ら
。
曜

日
に
よ
っ
て
そ
の
10
分
前
か
ら

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を
設
け
ま
す
の
で
正
確
に

は
9
時
20
分
か
ら
の
始
ま
り
で
す
。
通
学

時
間
が
か
か
る
諸
君
に
も
、
通
い
や
す
い

時
間
設
定
を
と
っ
て
い
ま
す
。

１
時
間
目
の

開
始
時
刻
は
？

5
毎
年
10
名
程
度
の
先
輩
が
検
定
に

臨
み
、
さ
ら
に
志
望
大
学
合
格
の

栄
冠
を
手
中
に
し
て
い
ま
す
。
認
定
試
験

を
ハ
ン
デ
ィ
と
考
え
ず
、
積
極
的
に
受
験

生
活
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

高
卒
認
定
を

受
け
る
者
で
す
が
、

学
院
に
入
学
で
き
ま
す
か
？

1
不
得
意
科
目
な
し
で
浪
人
す
る
人

は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
あ
っ
て

当
然
の
不
得
意
科
目
を
伸
ば
す
た
め
の
こ

の
一
年
。
再
ス
タ
ー
ト
を
前
に
こ
の
時
期

か
ら
、
基
礎
を
や
り
直
し
ま
し
ょ
う
。
入

学
手
続
き
を
終
え
た
そ
の
日
か
ら
自
習
教

室
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

不
得
意
科
目
が

の
び
る
で
し
ょ
う
か
？

4
質
問
は
大
歓
迎
。
恥
ず
か
し
が
っ

た
り
せ
ず
、
ど
ん
ど
ん
質
問
し
て

く
だ
さ
い
。
基
礎
事
項
か
ら
、
先
生
を

「
ウ
ー
ン
」
と
言
わ
せ
る
難
問
ま
で
何
で

も
O
K
。
ま
た
、
し
っ
か
り
添
削
指
導
や

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
る
先
生
が
多
い

の
も
本
学
院
の
自
慢
で
す
。

講
師
の
先
生
へ
の

質
問
は
？

7
快
適
に
学
習
で
き
る
自
習
室
を
完

備
し
て
い
ま
す
。
夜
間
も
開
放
し

て
い
ま
す
の
で
、
放
課
後
を
中
心
に
ぞ
ん

ぶ
ん
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
進
学
資
料

の
閲
覧
・
入
試
問
題
の
貸
出
な
ど
も
で
き

る
、
活
用
度
の
高
い
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

自
習
で
き
る
と
こ
ろ
は

あ
り
ま
す
か
？

入
学
に
関
し
て
の
詳
細
は
「
入
学
募
集

要
項
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
不
明
な
点

は
お
気
軽
に
お
電
話
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（

　0
1
2
0
ー
2
5
8
ー
0
0
9
）

ま
た
、
詳
し
い
相
談
が
必
要
な
場
合
は

直
接
来
院
し
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。
入

学
係
が
ど
ん
な
こ
と
で
も
、
て
い
ね
い

に
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

入学について質問はありませんか？
遠隔地からの諸君も安心

uestion nswer

便利で安価で清潔な学院の指定寮

寮・下宿ガイド寮・下宿ガイド

木庭マンション
鉄筋3階建、個室・台所・ユニットバス、
学院まで徒歩4分

〒700-0013　岡山市北区伊福町2丁目31-17
☎086-252-7353

男子 女子

津島グリーンハウス
学院まで自転車約15分

〒700-0087　岡山市北区津島京町2-12-28
☎086-252-7711

男子

第二木庭コーポ
学院まで徒歩2分

〒700-0013　岡山市北区伊福町2丁目24-5
☎086-252-7353

女子

詳しくは各寮もしくは本学院の入寮係まで。下宿の斡旋・紹介もいたします。

息
抜
き
は
必
ず
し
ま
し
ょ
う
。ス
ト
レ
ス
た
ま
っ
た
ら
お
え
ま
せ
ん
！（
K
・
A
）

O
B
・
O
G
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
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理
想
に
燃
え
る

　
　
　
　人
間
た
れ
！

理事長

安原 健男

諸
君
の
第
一
志
望
合
格

応援
します!!
応援
します!!

浪
」が
、「
人
並
み
」と
読
ま

れ
る
よ
う
に
な
り
30
数
年
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。現
在
、
大

学
等
進
学
率
は
約
50
％
と
な
り
、
日

本
は
、
高
学
歴
社
会
を
歩
み
続
け
て

い
ま
す
。推
計
の
上
で
は
大
学
全
入

時
代
が
到
来
い
た
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、こ
こ
数
年
来
目
立
つ
の
は
、

ス
ベ
リ
止
め
校
に
は
合
格
し
な
が
ら

も
浪
人
し
、ほ
ん
と
う
に
行
き
た
い
大

学
に
合
格
す
る
諸
君
が
ふ
え
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。安
易
に
妥
協
せ
ず
、

自
己
の
理
想
を
追
い
求
め
、
そ
れ
を

実
現
さ
せ
る
│
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
青

年
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
姿
で
す
。

　
本
学
院
は
、優
秀
な
講
師
ス
タ
ッ
フ
、

テ
キ
ス
ト
の
整
備
、進
学
デ
ー
タ
の
充

実
等
、
予
備
校
に
不
可
欠
な
条
件
を

年
々
向
上
さ
せ
、
理
想
に
燃
え
る
青

年
を
力
い
っ
ぱ
い
リ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。

　「
人
並
み
以
上
の
努
力
」を
惜
し
ま

ぬ
諸
君
、
安
心
し
て
岡
山
進
研
学
院

へ
入
学
し
て
く
だ
さ
い
。

「
一

自
分
を
信
じ
、

自
分
と
向
き
合
う
た
め
に

理　事

山河　健二

の
好
き
な
言
葉
に
『
憧
れ
』
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。『
心
』

と
い
う
字
を
表
す
り
っ
し
ん
偏
に
『
童
』

と
書
き
ま
す
。素
直
で
純
粋
な
少
年

少
女
の
心
の
本
質
は
憧
れ
だ
と
解
釈

で
き
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
も
つ
『
憧
れ
』
は
ど
う

い
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。岡
山
進
研
学

院
で
は
、
み
な
さ
ん一
人
ひ
と
り
が
も
つ

『
憧
れ
』を
、多
く
の
仲
間
や
教
職
員
の

中
で
研
ぎ
澄
ま
し
、
焦
点
化
さ
せ
る
こ

と
で『
志
』に
ま
で
育
て
て
い
き
ま
す
。

　『
志
』
ま
で
高
ま
れ
ば
、
そ
の
志
を

果
た
そ
う
と
、
自
ず
と
努
力
し
、
自
ず

と
学
ぶ
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

『
一
人
ひ
と
り
の
憧
れ
』
を
『
一
人
ひ
と
り

の
志
』に
高
め
て
い
く
よ
う
に
、岡
山
進

研
学
院
は
全
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
志
が
現
実
の
も
の
と

な
り
、
学
院
生
全
員
が
志
望
校
合
格

と
い
う
願
い
が
叶
う
よ
う
に
、
私
達
も

精
一
杯
支
援
し
て
い
き
ま
す
。頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

私

「
志
」
が
全
て
で
す学院長

松田 龍彦

か
ら
ず
も
一
年
間
の
モ
ラ
ト
リ

ア
ム
を
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た

諸
君
、
こ
こ
で
与
え
ら
れ
た
貴
重
な

時
間
を
最
高
に
生
か
せ
る
よ
う
に
活

用
し
ま
し
ょ
う
。君
た
ち
の
新
た
な
出

発
の
時
は
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
岡
山
進
研
学
院
は
、左
の
ペ
ー
ジ
に

あ
る
よ
う
に
全
国
か
ら
受
験
生
が
集

ま
る
予
備
校
で
す
。諸
君
が
元
気
を

だ
し
て
ス
タ
ー
ト
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
よ

い
ラ
イ
バ
ル
が
で
き
、
受
験
へ
の
意
欲

が
倍
加
す
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
志
に
や
る
気
の
火
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。「
こ
れ
か
ら
受
験
ま
で
に
ど

ん
な
準
備
が
で
き
る
か
」を
課
題
に
ゆ

う
ゆ
う
と
受
験
生
活
を
始
め
る
の
が

ベ
ス
ト
で
す
。無
限
の
可
能
性
に
自
己

の
有
限
性
が
ど
こ
ま
で
近
づ
け
ら
れ

る
か
、
結
果
を
お
そ
れ
ず
試
行
の

日
々
を
生
き
抜
い
て
く
だ
さ
い
。本
学

院
は
諸
君
の
志
望
を
実
現
す
る
た
め

の
ス
ク
ー
ル
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
努
力

を
惜
し
ま
な
い
覚
悟
で
す
。

は

ベネッセコーポレーション
高校教育事業ドメイン長

■
青
森
・
岩
手
・
宮
城
・
福
島
・
埼
玉
・
茨
木
・
東
京
・

神
奈
川
・
静
岡
・
愛
知

　
弘
前
　
黒
沢
尻
北
　
仙
台
　
仙
台
南
　
仙
台
向
山 

福
島
東
　
自
由
の
森
学
園
　
埼
玉
栄
東
　
聖
望
学
園 

水
戸
第
一
　
暁
星
国
際
　
石
神
井
　
日
本
放
送
協
会 

自
由
学
園
　
つ
く
ば
開
成
　
湘
南
　
北
鎌
倉
女
子
学

園
　
静
岡
　
清
水
東
　
国
際
海
洋
　
旭
丘

■
新
潟
・
富
山
・
石
川
・
福
井
・
山
梨
・
岐
阜
・
京
都
・

大
阪
・
和
歌
山
・
三
重
・
奈
良

　
高
田
　
新
井
　
敬
和
学
園
　
富
山
中
部
　
小
松
　

羽
水
　
武
生
　
丹
南
　
日
本
航
空
　
岐
阜
　
敦
賀 

河
瀬
　
福
知
山
　
高
槻
　
豊
中
　
箕
面
　
啓
光
学

園
　
春
日
丘
　
桃
山
学
園
　
港
南
　
田
辺
　
串
本 

鈴
鹿
　
高
野
山

■
兵
庫

　
御
影
　
舞
子
　
姫
路
東
　
姫
路
西
　
姫
路
南
　
龍

野
　
赤
穂
　
上
郡
　
佐
用
　
山
崎
　
相
生
　
姫
路
工

大
附
　
琴
丘
　
白
陵
　
賢
明
女
子
　
東
洋
大
学
附

属
姫
路
　
日
生
学
園
第
三
　
雲
雀
丘
学
園

■
鳥
取
・
島
根

　
鳥
取
東
　
鳥
取
西
　
八
頭
　
倉
吉
東
　
倉
吉
西
　
倉

吉
工
業
　
由
良
育
英
　
米
子
東
　
米
子
西
　
赤
碕
　

境
　
根
雨
　
米
子
北
　
米
子
北
斗
　
松
江
北
　
松

江
東
　
松
江
南
　
平
田
　
江
津
　
出
雲
　
大
田
　
浜

田
　
益
田
　
横
田
　
隠
岐
　
松
江
市
立
女
子
　
出
雲

北
陵
　
松
江
第
一

■
岡
山

　
岡
山
朝
日
　
岡
山
操
山
　
岡
山
大
安
寺
　
岡
山
芳

泉
　
岡
山
一
宮
　
岡
山
城
東
　
岡
山
後
楽
館
　
岡
山

東
商
業
　
岡
山
工
業
　
東
岡
山
工
業
　
岡
山
南
　
倉

敷
青
陵
　
倉
敷
天
城
　
倉
敷
南
　
倉
敷
古
城
池
　

倉
敷
鷲
羽
　
倉
敷
中
央
　
倉
敷
工
業
　
水
島
工
業 

倉
敷
商
業
　
津
山
　
津
山
商
業
　
江
見
商
業
　
津

山
東
　
玉
野
　
玉
島
　
玉
島
商
業
　
笠
岡
　
笠
岡
工

業
　
笠
岡
商
業
　
西
大
寺
　
井
原
　
総
社
　
総
社

南
　
高
梁
　
新
見
　
新
見
北
　
岡
山
御
津
　
瀬
戸 

和
気
閑
谷
　
邑
久
　
鴨
方
　
矢
掛
　
琴
浦
　
高
松

農
業
　
吉
備
北
陵
　
成
羽
　
勝
山
　
落
合
　
蒜
山 

川
上
農
業
　
林
野
　
福
渡
精
思
　
玉
野
商
業
　
児

島
第
一
　
備
前
緑
陽
　
備
前
東
　
玉
野
光
南
　
矢
掛

商
業
　
市
立
児
島
　
山
陽
女
子
　
就
実
　
明
誠
学

院
　
岡
山
商
大
附
属
　
関
西
　
倉
敷
　
岡
山
理
科

大
附
属
　
岡
山
県
美
作
　
岡
山
県
作
陽
　
岡
山
県

山
陽
　
岡
山
学
芸
館
　
興
譲
館
　
高
梁
日
新
　
清

心
女
子
　
金
光
学
園
　
川
崎
医
大
附
属
　
岡
山
白

陵
　
岡
山
　
吉
備
高
原
学
園
　
津
山
工
業
高
専
　
岡

山
操
山（
通
）　
烏
城

■
広
島

　
広
大
附
属
福
山
　
広
島
観
音
　
五
日
市
　
安
古
市
　

尾
道
東
　
尾
道
北
　
因
島
北
　
三
原
東
　
福
山
誠
之

館
　
福
山
葦
陽
　
松
永
　
大
門
　
福
山
明
王
台
　

福
山
　
神
辺
旭
　
府
中
東
　
舟
入
　
祇
園
北
　
武

田
　
修
道
　
並
木
学
院
　
広
島
城
北
　
盈
進
　
英

数
学
館
　
福
山
暁
の
星
女
子
　
近
代
附
属
福
山
　
広

島
県
尾
道
　
西

■
山
口

　
山
口
　
徳
山
　
熊
毛
南
　
豊
浦
　
萩
　
広
瀬
　
下
関

西
　
防
府
　
防
府
西
　
新
南
陽
　
光
丘

■
香
川
・
徳
島

　
高
松
　
小
豆
島
　
土
庄
　
三
本
松
　
志
度
　
坂
出
　

三
木
　
坂
出
工
業
丸
亀
　
丸
亀
城
西
　
高
瀬
　
観
音

寺
第
一
　
善
通
寺
第
一
　
琴
平
　
高
松
第
一
　
高
松
商

業
　
高
松
北
　
高
松
西
　
香
川
中
央
　
高
松
中
央 

観
音
寺
中
央
　
大
手
前
高
松
　
香
川
県
大
手
前
　

香
川
県
藤
井
　
香
川
誠
陵
　
坂
出
第
一
　
詫
間
電
波

工
業
高
専
　
城
東
　
城
北
　
城
ノ
内
　
富
岡
東
　
富

岡
西
　
鳴
門
　
板
野
　
脇
町
　
池
田
　
徳
島
市
立
　

徳
島
文
理

■
愛
媛
・
高
知

　
川
之
江
　
三
島
　
土
居
　
西
条
　
新
居
浜
東
　
新
居

浜
西
　
小
松
　
今
治
東
　
今
治
西
　
今
治
南
　
今

治
北
　
松
山
東
　
松
山
西
　
松
山
南
　
松
山
北
　

弓
削
　
東
温
　
松
山
中
央
　
大
洲
　
八
幡
浜
　
三
崎 

三
瓶
　
宇
和
島
東
　
宇
和
島
南
　
南
宇
和
　
野
村
　

高
知
東
　
高
知
　
安
芸
　
山
田
　
岡
豊
　
高
知
追

手
前
　
高
知
西
　
中
村
　
宿
毛
　
高
知
学
芸

■
福
岡
・
大
分
・
長
崎
・
鹿
児
島
・
沖
縄

　
戸
畑
　
八
幡
　
八
女
学
院
　
福
岡
舞
鶴
　
福
岡
商
業 

致
遠
館
　
日
本
文
理
大
附
属
　
長
崎
東
　
伊
集
院 

鹿
児
島
　
鹿
児
島
第
一
　
那
覇
西
　
沖
縄
尚
学
　
沖

縄
　
与
勝
　
知
念

■
大
学
検
定（
高
卒
認
定
）

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

■
イ
ギ
リ
ス

　
立
教
英
国
学
院

’65 

●
第
一
回
入
学
式
挙
行

 

●
一
号
館
校
舎
竣
工

’67 

●
第
一
学
生
寮
竣
工

’69 

●
二
号
館
校
舎
竣
工

’70 

●
第
二
学
生
寮
竣
工

’76 

●
岡
山
進
学
情
報
セ
ン
タ
ー
併
設

 

●
第
一
回「
岡
大
入
試
オ
ー
プ
ン
」

 

　（
岡
大
チ
ャ
レ
ン
ジ
模
試
）開
始

’77 

●
三
号
館
校
舎
竣
工

’79 

●
中
国
地
区
初
の
特
待
生
制
度
の
導
入

’80 

●
テ
レ
フ
ァ
ッ
ク
ス
導
入
情
報
収
集

強
化

’81 

●
昼
間
部
全
コ
ー
ス
試
験
選
抜
実
施

’84 

●
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
シ
ス
テ
ム
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

増
設

’85 

●
創
立
二
十
周
年
記
念
式
挙
行

 

●
最
新
設
備
の
新
校
舎
竣
工

’86 

●
栄
光
寮
竣
工

 

●
旧
岡
山
学
院
と
進
研
予
備
校
の
合

併
合
意

’87 

●
合
格
創
造
の
理
念
を
一
〇
〇
％
実

現
す
る
中
・
四
国
屈
指
の
予
備
校

と
な
る

’88 

●
東
大
・
京
大
・
特
別
進
学
コ
ー
ス

（
文
・
理
）を
新
設

 

　（
十
一
コ
ー
ス
十
二
ク
ラ
ス
の
編
成
）

 

●
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
キ
ス
ト
の
充
実

 

●
最
新
設
備
の
新
三
号
館
完
成

’89 

●「
岡
大
」「
Ｎ
Ｄ
清
心
女
子
大
」
を
対

象
と
し
た
特
別
講
座
の
実
施
、「
セ

ン
タ
ー
試
験
対
策
講
座
」を
開
設

’91 

●
国
公
立
医
・
歯
・
薬
選
抜
コ
ー
ス

新
設

’92 

●
公
開
講
座
開
講

 

●「
高
校
生
専
科
」
を
「
フ
レ
ッ
シ
ュ

コ
ー
ス
」に
改
称

’93 

●
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
増
設

 

●
土
曜
日
特
別
講
座
開
講

’94 

●「
学
院
Ｓ
Ｉ
」（
新
教
育
理
念
）の
確
立

 

●
三
十
周
年
記
念
事
業
に
着
手

 

●「
特
別
難
関
ゼ
ミ
・
英
語
」開
講

 

●
自
律
訓
練
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
試
行

 

●「
岡
大
入
試
オ
ー
プ
ン
」
を
「
岡
大

チ
ャ
レ
ン
ジ
模
試
」に
改
称

’95 
●
三
十
周
年
記
念
事
業
を
実
行

 

●「
特
別
難
関
ゼ
ミ
・
数
学
」開
講

 

●
小
論
文
対
策
「
精
選
キ
ー
ワ
ー
ド

集
」を
改
訂

’96 

●
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
よ
り
「
教
育
代
表

団
」来
院

’97 

●
中
学
生
コ
ー
ス
「
進
研
ジ
ュ
ニ
ア
」

新
設

 

●
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
増
設
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

 

●
食
堂
を
改
装
し
、『G

reenroom
』と

す
る

’98 

●
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
善
を
ふ
く
む

「
学
院
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
プ
ラ
ン
」

を
実
行

’99 

●
数
学
を
中
心
に
し
た
テ
キ
ス
ト
の

整
備

 

●
二
号
館
の
教
室
を
改
装

’00 

●「
特
別
公
開
講
座
」の
内
容
を
一
新

 

●「
文
化
講
演
会
」の
開
催

’01 

●
院
内
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
設
備
の
充
実

’02 

●
現
役
生
対
象
に
土
曜
特
別
講
座

 

　（
サ
タ
デ
ー
コ
ー
ス
）を
新
た
に
開
設

’03 

●「
個
別
指
導
」シ
ス
テ
ム
を
導
入

 

●
院
内
Ｏ
Ａ
機
器
の
刷
新

’04 

●
特
別
進
学
講
演
会
の
実
施

 

●
四
十
周
年
記
念
事
業
に
着
手

’05 

●「
文
化
講
演
会
」、「
講
師
自
主
講
座
」

の
実
施

 

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

’06 

●
出
欠
管
理
・
家
庭
連
絡
等
の
シ
ス

テ
ム
を
一
新

’07 

●
各
種
セ
ミ
ナ
ー
・
公
開
講
座
の
充
実

’08 

●
セ
ン
タ
ー
模
試
プ
レ
テ
ス
ト
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
試
行

’09 

●
セ
ン
タ
ー
追
試
問
題
で
の
リ
ス
ニ

ン
グ
テ
ス
ト
を
実
行

 

●
出
欠
管
理
シ
ス
テ
ム
の
充
実
と
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
機
器
の
刷
新

先
輩
た
ち
の
出
身
校

本
学
院
の
歴
史
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